
 

 

 

 

 

就 学 前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の発達には個人差があり、気になる行動が発達の遅れや偏りに

よるものなのか、家庭環境や性格によるものなのか分からないことが

あります。どちらにしても子供が困っていれば支援は必要です。 

年齢が上がり、生活経験を重ねることで自然に身に付けていくよう

なことでも、認知面やコミュニケーションにつまずきがあったり、感

覚に過敏さがあったりすると身に付かないことも多くあります。  

その子に合った環境作りや関わり方を工夫し、その子なりの成長を

認めていくことが大切です。 
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コラム２ 

⼦供の気持ちーがんばってもうまく書けない!?ー 

 
 

私は字を書くことがとても苦⼿です。 

書くことも苦⼿ですが、消しゴムで字を消すことはもっと苦⼿です。 

でも、⼀番困るのは、 
「字を書くことや消しゴムで消すことは、がんばってもうまくできない。」 
とわかってもらえないことです。 
 
 
 

⼩２の７⽉にこんなことがありました。 

漢字の勉強をしていたときです。その⽇は⼀学期最後という⽇だったので、漢字ドリル
をすべて終わらせる必要がありました。 

いつも字については汚いということを⾃覚しており、コンプレックスがありました。そ
のような中、無理⽮理きれいに字を書けと⾔われた私はとても嫌な気持ちでした。 
字は⾃分が頑張って書いてもバランスが悪く、枠からはみ出してしまいました。「きれ
いに書いて。」と⾔われても、抽象的なので、私にはわかりません。今⾔われたとして
もわかりません。具体的に⾔ってほしかったです。 
 
 

先⽣は「やりなおし」と⾔われました。 

そして、「消しゴムで消して。」と⾔われました。 

しかし、不器⽤な私はこの時点で、消しゴムの使い⽅を
理解してないのです。紙はしわしわになり、しっかり消
えずに、薄く字が残っています。消せば消すほど汚くな
ります。 

 

 

今度は紙がしわくちゃなことに対しても叱られます。どれだけ頑張っても、⾔われる
内容はお叱りだけなのです。 
そしたら、私は頑張っても意味がないと感じます。 
やる気をなくします。 
だから、今でも漢字は嫌いなまま、学ぶ意欲がありません。 
字というものに恐怖し、拒絶し、逃げ続ける⼈⽣を送ることになりました。幼いころ
の経験が今でもトラウマとなり、⼈⽣に悪影響を及ぼしています。 
そんな私はやる気がありません。 
書きなおしても無駄であるということを私は学習していたのでしょう。何度も書き直し
ても漢字はきれいにならず、もらう⾔葉は「書き直し」の⼀⾔です。 

 
 
そんな私は⾃分のつらさから逃げるために、現実と向き合うのを避けるために学校から
逃げ出しました。 
そして、教頭先⽣から⾔われた⾔葉が「怠学」。私は学問を怠ったと思われたらしいの
です。学⼒は⼈並みにあるにも関わらず。 
 

ぼくがどんなにがんばっても書いたり消したりすることがうまくできないことをわか
ってほしかったです。 
 

               現在⼤学⽣ 男⼦ 診断名：LD（読み書き） 
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  コラム３  

先⽣の⾔ったとおりにしたのに！！ 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ⾔葉を字義通りに受け取って⾏動する⼦供は､相⼿が⾔った⾔葉にどんな
意図が含まれているのか推測することが難しいのです。 

先⽣：体育館にバインダーを忘れてきたかもしれないから、
   ⾒てきてくれる？ 
A 男：はい（と、⾒に⾏き何も持たずに戻ってきました。） 
先⽣：あっ、体育館にはなかったか？ 
A 男：いえ、ありました。 
先⽣：なんで、持ってこなかったの？ 
A 男：だって、⾒てきてって⾔われたから。 

先⽣：ちゃんと謝ったら教室に⼊れます。 
Ｂ男：すみませんでした。 

（と、ポケットに⼿を突っ込んだまま⾔いました） 
先⽣：そんな謝り⽅では教室には⼊れません！ 
B 男：俺は、謝った！！！ 

先⽣：鍵盤ハーモニカの準備をしましたか？ 
A ⼦：はーい 
先⽣：では、⼝持って。 
A ⼦：（⾃分の⼝を持ちました。） 
先⽣：あー。ごめん、ごめん。吹き⼝持って。

先⽣：かけ算九九の暗唱が合格しない⼈は冬休みにも学校に来てもらいますよ。 
A ⼦：はーい 
 (数⽇後) 
⺟親：お隣の B ⼦ちゃん、かけ算九九合格したいから⼀⽣懸命練習しているんだっ
   て。不合格だったら冬休みも学校へ⾏かなくちゃならないからって。あなた
   は練習しているの？ 
A ⼦：私、学校が好きだから冬休みも⾏ってもいいもん。 
⺟親：先⽣は、かけ算九九を練習して早く合格して欲しかったのよ。 
A ⼦：えっ、そうだったの？ 
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コラム４  
⼦供の気持ちー校門の向こうは地雷原!?ー 

 

ぼくは校門に⼊るときに気合いが必要です。 

「⼤丈夫、⼤丈夫、今⽇は⼤丈夫。」と⾃分に⾔い聞かせます。 

校門の前までお⺟さんの⾞で送ってもらい、校門の前で 5 分くらい気合いを⼊
れなければいけません。 

そうでないと、校門から先に進むことができませ
ん。 

校門から先は、ぼくにとって地雷原なのです。 
 

学校にはいたるところに地雷があります。 
 

昨⽇、ぼくに「あんた、変よ。」と⾔った隣のクラ
スの⼥⼦たちに今⽇も会うかもしれません。そし
て、今⽇もぼくに嫌なことを⾔うかもしれません。 

きっと⾔うでしょう。（ドカーン） 
 

先週、ぼくに「お前なんか、もう学校に来るな。」と⾔った男⼦は、今⽇もぼ
くに学校に来るなというかもしれません。 

きっと⾔うでしょう。（ドカーン） 
 

先⽉、ぼくが何もしていないのに叩いてきた男⼦たちに今⽇も会うかもしれま
せん。そして、男⼦たちは今⽇もぼくを叩くかもしれません。 

きっと叩くに違いありません。（ド、ド、ドカーン、ドカーン） 
 

去年の10⽉に何もしていないぼくにすごく怒った先⽣に会うかもしれません。 
その先⽣は、何もしていないぼくを今⽇も怒るかもしれません。 

きっと怒るに違いありません。（ド、ド、ドカーン、ドカーン） 
 

３年前ぼくをいじめた⼥⼦に会うかもしれません。 

その⼥⼦は今⽇もぼくをいじめるに決まっています。 

（ド、ド、ド、ド、ド、⼤ドカーン、ガラガラガラ・・・・。） 
 

他にもたくさん地雷があります。 

地雷をふみそうだと思うと、ぼくは固まってしまいます。 

動かないことが⼀番安全だからです。 

でも、動かないと鉄砲の弾は⾶んできます。嫌みやからかいという弾が⾶んで
きます。「お前、何⽌まってんだよ。」「なにかしゃべれよ。」「おーい、こ
いつまただんまりになったぞ。はははは。」 

それでも、地雷をふむよりはずっとましです。 
 

ぼくは、毎⽇毎⽇学校という地雷原に⾏かなければいけません。もっと安全な
場所で過ごしたいです。 
 

⼩学⽣ 男⼦ 
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